












ヒトリンパ球は各種動物の赤血球に対する receptor を保有している。羊赤血球はTリンパ

球と結合し,マウス赤血球は Bリンパ球の一部と結合する。Tリンパ球の中でより未熟な一

部の細胞は自己赤血球とも結合することが知られている。これらの性質はヒトリンパ球の

sub-population のマーカーとして用いられ臨床免疫学の発展に大きく寄与してきた。通常

胎児牛血清中で当該赤血球と混合し,4℃にて2時間静置した後,rosette形成細胞を数えて

いる。われわれは超音波処理にて破壊されたヒト赤血球膜成分に対するreceptor が一部の

ヒト末梢単核球に存在することを知り,検討を加えて来たので報告する。 


